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ベビーテックが⽶国で注⽬ 乳児を快適に寝かせる
ベッドの効果
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江原 理恵 RE 代表取締役 ボタニカルデザイナー

出⽣率の低下が⽬⽴ってきた⽶国で注⽬を集めるのが「ベビーテック」と呼ばれるテ
クノロジー分野。⼦供を授かるまでの不妊をサポートするプロダクト、妊娠中の胎児
モニタリング、ウエアラブル搾乳機などさまざまだが、親⼦双⽅に快適な睡眠をもた
らす“スマートゆりかご”も話題の製品だ。

先進国の中で出⽣率が⽐較的⾼いことで知られる⽶国でも、いよいよ出⽣率
の低下が深刻化し始めている。⽶疾病管理予防センター（CDC）によると、
2017年に誕⽣した新⽣児の数は1987年以来最低となり、出⽣率は1.76まで
低下した
［画像のクリックで拡⼤表⽰］

 ⽶国の出⽣率は2010年を境に緩やかに下降線をたどっており、特に家賃などの⽣活
コストが⾼いことで知られる⻄海岸と東海岸の都市部では、その低さが際⽴ってい
る。40代を除く全ての世代で出産率が低下しており、その背景には、⻑らく続く不景
気や08年の⾦融危機の影響で⾦銭的な余裕がない若者が増加していることがあると考
えられる。40代での出産が4％増加しているのは、夫婦共にキャリアや収⼊に余裕が
できてから⼦供を得るカップルが増えているからだろう。

 『The Happiest Baby On The Block』の著者で、⼈気⼩児科医のハーウェイ・カ
ープ⽒は、「100年前までは1⼈の⼦供に対し、⺟、祖⺟、叔⺟、年上の娘など平均4
〜5⼈で⼦育てをしていたが、現在はよほど裕福でない限り⼗分な⼈⼿を得られない
なかで、ほとんどの両親が疲れ果てながらギリギリの環境で⼦育てをしている」と話
す。

 カープ⽒は、乳児を素早くあやしたり、より⻑く寝かしつけたりする⽅法に詳し
く、数千ものカップルの悩み相談に乗ってきた。両親が⼼⾝共に健康な状態で⼦育て
ができるよう、夜間における両親の⼗分な休息と、乳児の安全な睡眠をサポートする
テクノロジーを活⽤したプロダクトが必要だと強く感じ、5年の歳⽉をかけてスマー
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トスリーパー「SNOO（スヌー）」を開発。⽶Happiest Baby（ハピエストベイビ
ー）から2016年に発売した。

 スヌーは⽣後6カ⽉までの乳児を素早く寝かしつけ、安全に⻑く眠るのを助ける、
いわば“スマートなゆりかごだ”。体をぎゅっと包み、静かにさせて、緩やかに揺ら
し、⼦宮に似せた環境をつくり出す。これにより、泣いていた乳児も落ち着いて素早
く眠りに落ち、そのまま⻑く眠れる仕組みだ。乳児は⽣まれた後も当分、⼦宮内にい
た頃からさほど成⻑しない状態が続くため、できるだけ⼦宮内に近い環境を実現でき
るようにしているという。

 毎年、⽶国では乳児が3700⼈ほども死亡しており、その20％が寝返りが原因であ
るという。また、いまだ原因がはっきりしていないSIDS（乳幼児突然死症候群）
も、あおむけ寝によって発⽣を軽減できることが明らかになっている。スヌーのベッ
ドに固定可能な専⽤のお包みは、危険な寝返りを防ぐ役割も果たしており、両親の精
神的な負担の軽減にも効果がある。

ロボティクスとデザインのトップ⼈材が集結

 スヌーの開発に当たっては、カープ⽒の妻とビジネスパートナーに加え、全⽶から
ロボティクスとインダストリアルデザインのトップ⼈材を探し、ドリームチームを編
成した。「最も難しかったのは、夜通し安全で安定的に⼼地よく揺らすことと、外部
⾳を乳児から遮断するホワイトノイズの技術。これらを⾼いレベルで、しかも6カ⽉
間にわたって安定的に実現させるために、開発には2年かかった」とカープ⽒は話
す。研究開発の終盤では、実際に何百⼈もの乳児でテストを繰り返し、明らかに効果
が出ていることに⾃信を持ったという。

 また、スヌーはカリフォルニア⼤学ロサンゼルス校（UCLA）や同サンディエゴ校
（UCSD）などさまざまな⼤学でも研究され、スヌーが実現する安全でより⻑い乳児
の睡眠が、⺟親の産後鬱（うつ）の防⽌に⼤きな効果があることを実証している。

 スヌーは、乳児の状態に応じて、4段階の揺れと⾳の組み合わせで、⾃動的にあや
すことができる。乳児が興奮して泣いたりしているときは、より細かい揺れと⼦宮内
にいるときに近い⾳を発し、乳児が落ち着くと最低限の揺れとホワイトノイズで眠り
をサポートする。スマートフォンと連携が可能で、スマートフォンから揺れなどを調
節でき、⽇々の睡眠の⻑さも⾃動で記録してくれる。

 多くの要望を受けて、19年1⽉から、スヌーは新たにレンタルプランを開始した。
専⽤のお包み、マットレス、ベッドを覆うネットは新品で、利⽤期間が終わったら本
体だけを返却する。買い取るより⼿軽に、⽉額98ドル（1⽇当たり約3ドル）で利⽤で
きるようになったため、利⽤者が急速に拡⼤しているそうだ。

 筆者が住むサンフランシスコ市ベイエリアの⼦育てコミュニティーでも、このスヌ
ーが度々話題になっている。筆者も⽣後2カ⽉の娘の夜の“ぐずり泣き”に悩まされて
いたため、ちょうどこのレンタルプランが始まったタイミングで、スヌーを利⽤する
ことにした。利⽤前に⽐べると、睡眠時間が1〜2時間伸びただけでなく、就寝前にぐ
ずる娘を何時間も抱っこして歩き回っていた時間も短縮できた。さらに、夜間授乳後
も娘をスヌーに寝かせて揺らしているうちに眠ってくれるので、筆者⾃⾝の睡眠状態
も⼤幅に改善した。
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 ここ数年の間に筆者が使ったあらゆるテクノロジープロダクトの中で、スヌーは⽣
活に最も良い⽅向へ⼤きな変化をもたらしてくれたと感じている。筆者の娘は朝まで
通しで眠るまでには⾄ってないが、スヌーを利⽤する⽣後3カ⽉以上の⾚ちゃんの多
くが9時間睡眠するという。

 ⽶国では近年、⼦供を授かるまでの不妊をサポートするプロダクト、妊娠中の胎児
モニタリング、ウエアラブル搾乳機など、⺟親の負担を軽減するジャンル──ベビー
テックと呼ばれる──が盛り上がっている。現代社会は、⼦供を持つことにさまざま
な不安や負担が⽣じやすい。こういった⾰新的なプロダクトの誕⽣によって、少⼦化
の流れが少しでも変わっていくことが期待される。

 スヌーを開発したハピエストベイビーは、2018年にスヌーのために開発したお包み
をベースに、新たに5秒で乳児を包める「Sleapea（スリーピー）」という単体で使
えるお包みを、第2の旗艦商品として発売、18年12⽉には2300万ドルの資⾦調達を⾏
った。カープ⽒は、次なる秘密のアイデアにも取り組んでいると明かしている。現
在、スヌーは⽶国だけで販売されているが、今後は海外への展開も視野に⼊れている
という。

（写真提供／スヌー）


